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〔はじめに]これまでの運動感覚評舗法には、号線"とす
る儀(機筋角度やカの強さ)を反復して得現するカの
得現線題や、{立穫の得現謀議などがあった。これらは
静的な動作議題であったり、路線とする催が一定の中
で動作終了締の絵巣を評俄対象としているものである。
しかし、日常生活やスポ…ツの場認では動的な動作が
必要-とされ、認擦とする後も常に変化することが;まと
んどである。今磁我々が新たに開発した運動感覚鮮総
法として、力平機保持議題がある。これは既存の方法
に比べて、より実際の動作場態に近い状況下での評イ説
法のため、既存の方法で計溺した場合と総集が爽なる
可能性がある。そこで本研究は、カ王子機保持諜懇と完走
存の運動感覚評締法であるカの再現謀総との関係牲に
ついて検討することを目的とした合{方法]被験者は男
子大学生12名 (22.5土2.2裁〉であったo 力平衡保持
謀総では新開発の測定装鐙を用いた。被験者は膝関節
線路60。で椅子;こ競り、装号室領IJが認識方向へ加えてく
るカと釣り合いを傑ち、持渓方向へ力発綴(r.t苓出力〉
するように捻永されたo 毅塁塁側が主主体iこ加えるカとし
て、路線成分を含むサイン製謀議と蕊線成分を含む台
形澄繰懇の2畿銀を設定した。各務緩ともに3種類のj慈
綴(殻大fE示カに透するまでの時間が3秒:Fst、6秒、
: Med、9秒:Slw)の緩み合わせで構成されてお母、
好儲項目として怒別、各裂のj務鰐別における笠3主力と
応、答出力銭との綴援を、一秒あたりの誤義平均値とし
て算出したG カの再現議題にでは、 J~H立膝関節組曲60む
の状態で等尺倣ij文織による藤伸展逮動を行わせた。被
験者には岱様出力犠に合うように力発機し、その後
後覚のフィートeパックを遮断した状態で信擦出力悠を
湾攻するよう指訴した()E1様出力僚は4kg(力再現4kg、
力平衡保持課題の殺大室えミカとほぼ{司強度)と30%MVC
(カ得議30%)の2種類を設定した。溺!fI必演目として、
各強度における再現性のばらつきおよび窃様出力僚と
総意出カ僚の絶対談援を算出した。{結果}カ平衡保持
諜懇S項目と、カの符現謀議4滋混との格関係数を算泌
した結果、サイン裂Medにおける族差平均値と力再現
30%におけるぱらつきとの織に中毒事!交の相関関係
(r=O.59、が0.05)がみられた。 じかし、そのイ患の域
協簡では棺鵠関係はみられなかった。
[考察とまとめ〕本研究で謀議開の綴関係係が低かった
現磁として、カの再現懇惑は生体に内寂する情報(一
時的に覚えた情報)と動作の結果を比較しているのに
対し、カ平禽保持懇懇では課題遂行i争に求心殺人カさ
れるフィードパック{警報と動作の紘一巣を比較している
という制御スキームの遠いが関係していると考えたり
し、たがって、カ王子衡保持課題とカの蒋務議題では、そ
れぞれ選動感覚に関する築なった繋策を検出している
可能性が示唆された。
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